
採択枠 代表者 申請者 所属 職名 課題名 所属希望班 形態 キーワード

国際 1 田窪　行則
京都大学
大学院文
学研究科

教授

宮古島西原地区を中心とした南
琉球の言語・文化の調査、記
録、保存、および維持－デジタ
ル博物館作成の試み

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班 共同

宮古島西原方
言、デジタル博
物館, フィールド
ワーク、記録、維
持

2009年
8月頃

カリフォ
ルニア大
学ロスア
ンジェル
ス校

国際 2 秋津　元輝
京都大学
大学院農
学研究科

准教授
食の共同圏を支える倫理は何
か−産消間の信頼をめぐる親密
性と公共性−

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班 共同

食の共同圏、農
産物の安全、Ｃ
ＳＡ（コミュニティ
が支える農業）、
安心と信頼、農
業倫理

２００９年
１２月頃

京都大学
大学院農
学研究科
および京
大会館

国際 6 岡　真理 中田　英樹

人間・環境
学研究科
共生文明
学専攻

准教授
移動するマイノリティの生き延び
の為の親密圏生成に関する実
証的研究

理論研究班
フィールド調査
班

共同

グローバリゼー
ション　マイノリ
ティ　移動労働
者　関係資本
生き延びの為の
共同体

若手 1 戸梶
トカジ

　民夫
タミオ

京都大学
文学研究
科社会学
専修

博士後期
課程

伊藤　公雄

公共性の再編成と不可視化する
構造的弱者―在阪性的少数者
団体におけるゲイ男性とﾄﾗﾝｽ
ｼﾞｪﾝﾀﾞｰの分断の事例から―

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班
理論研究班

ゲイ，ｱｲﾃﾞﾝﾃｨ
ﾃｨ，ｸｲｱ，ﾎﾟﾘﾃｨｸ
ｽ，ﾄﾗﾝｽｼﾞｪﾝ
ﾀﾞｰ，ｿｰｼｬﾙ，ﾈｯ
ﾄﾜｰｸ，公共圏

若手 2 西川　知亨
ニシカワ　

京都大学
文学研究
科

GCOE短時
間研究員

松田　素二

地方都市における「貧困」に対す
る社会的組織化の研究――専
門家集団／「当事者」による公
共圏と親密圏の再編成――

歴史研究班、
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

貧困、社会的組
織化、専門家集
団、セーフティ
ネット、地域貢献

若手 3 野口　寛樹
ノグチ　ヒロキ

京都大学
経済学研
究科

博士課程
後期２年

若林
直樹

自主性・自発性に基づく組織学
習～NPOの事例から～

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

組織ルーチン
組織学習　ミッ
ション　自主性
NPO

若手 4 本田　恭子
ホンダ　　ヤスコ

京都大学
大学院農
学研究科

　博士課
程

秋津
元輝

混住化地域における新住民の
社会関係と地域資源管理への
参加傾向

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

地域資源、地域
自治組織、混住
化地域、新住
民、社会関係

ユニット 11 江南　健志
エナミ　　　　ケンシ

森田 次朗
京都大学
文学研究
科

　博士後
期課程３
年

松田
素二

現代日本の地域社会における
親密圏の変容と再創造に関する
社会学的研究――事例調査と
理論の接合を目指して

理論研究班
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

共同

地域社会、生活
実践、共同性、
地域社会学、社
会編成

ユニット 8 金戸 幸子
カネト　サチコ

京都大学
文学研究
科

GCOE研究
員

押川
文子

変わる日本人の就労・ライフスタ
イルとトランスナショナル化する
東アジア
―1990 年代中期以降の日本か
ら台湾・中国への人の移動を事
例として―

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班 共同

越境、東アジア、
労働、ﾗｲﾌｽﾀｲ
ﾙ、日本人の多
様性

ユニット 5 川野　 英二
カワノ　　エイジ

京都大学
文学研究
科

GCOE特定
助教

松田　素二

都市セグリゲーションと貧困地
区における新たな親密圏の可能
性
―ヨーロッパ、日本、アジアの大
都市国際比較―

理論研究班
歴史研究班
政策研究班
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

共同

都市セグリゲー
ション、貧困、社
会的排除、親密
圏、国際比較

ユニット 4 河村　有介
カワムラ　

京都大学
法学研究
科

博士後期
課程１年

新川
敏光

新しい社会的リスクと公共圏の
再編成
－日本・韓国・カナダ・ドイツ・エ
ジプトの比較分析－

歴史研究班、
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査
班、政策研究
班

共同

福祉レジーム、
新しい社会的リ
スク、家族政策、
労働市場、政治
的イニシアチブ

2009年10月

カナダア
ジア学会
(バンクー
バーにて)

ユニット 15 木村　純
キムラ　ジュン

京都大学
人間・環境
学研究科

博士後期
課程3年

秋津
元輝

米軍関係者住居と地域の関係
性について――北谷町砂辺区を
事例として

政策研究班、
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

共同

基地外基地
基地に関連する
経済　　開発業
者　　地域の結
束　　共にあるこ
と

ユニット 13 草野　千秋
クサノ　チアキ

京都大学
文学研究
科

GCOE研究
員

久本
憲夫

組織内プロフェッショナルの性別
職域分離の解決に向けたダイ
バーシティ・マネジメント

政策研究班
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

共同

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ　ﾁｰﾑ
ﾜｰｸ　ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞ
ﾗﾝｽ　職域分離
組織内ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮ
ﾅﾙ

ユニット 9 高　誠晩
コウ　　スンマン

李　洪章
京都大学
文学研究
科

博士後期
課程2年

松田　素二

マイノリティ・コミュニティにおける
社会運動の諸相－京都・東九条
を事例として

理論研究班、
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班
歴史研究班

共同

マイノリティ、コ
ミュニティ、社会
運動、東九条、
複合的差別

ユニット 3 佐々木　祐
ササキ　タスク

木村　至聖
京都大学
文学研究
科

日本学術
振興会特
別研究員

松田　素二
炭鉱社会における親密圏の生
活戦略

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班 共同

脱工業化、家
族、生活史、炭
鉱社会、アーカ
イブ

ユニット 7 周東　夏希
シュウトウ　ナツキ

京都大学
文学研究
科

博士後期
課程1年

伊藤
公雄

映像文化と親密圏に関する比較
社会学的研究：旧ソ・東欧圏と東
アジアにおけるモダニティを対象
として

歴史研究班
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

共同

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ映画　社
会主義的ﾓﾀﾞﾆﾃｨ
朝鮮映画　ﾅｼｮﾅ
ﾘｽﾞﾑ　ﾕｰﾄﾋﾟｱ

ユニット 1 竹内　里欧
タケウチ　

文学部
行動・環境
文化学ゼ
ミナールⅢ

非常勤講
師

落合
恵美
子

フィンランドにおけるナショナル・
アイデンティティの構築と公共圏
の再編――A. Kemiläinenのナ
ショナリズム論の検討を中心に

理論研究班
歴史研究班
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

個人

フィンランド、ナ
ショナル・アイデ
ンティティ、公共
圏、ヨーロッパ、
アジア

2009年度　フィールド調査班



ユニット 14 車　愛順
チェ　　アイシュン

京都大学
人間・環境
学研究科

博士後期
課程2年

吉田
純

インターパーソナル・コミュニ
ケーションを通した潜在的公共
圏の形成と維持の研究
‐韓国のソーシャルメディア・カ
フェ「アゴラ」の事例から‐

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班 共同

潜在的公共圏
インターパーソナ
ル・コミュニケー
ション　ソーシャ
ルメディア
韓国　カフェ

ユニット 2
坪田
ツボタ

　美貴
ミキ

(中西)

京都大学
文学研究
科

GCOE短時
間研究員

小山
静子

日本統治後期の台湾先住民社会に
おける公共圏と親密圏の意味―「シ
ロハンケチ」を手がかりに

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班
歴史研究班

個人
植民統治、貞
節、長老、警察
官、慣習

2009年11月

ジェン
ダー史学
会

ユニット 16 西川　純司
ニシカワ　ジュンジ

 京都大学
人間・環境
学研究科

博士後期
課程3年

吉田
純

地域社会におけるCPTEDの展
開をめぐる調査―地域住民、建
築家、地方自治体による受容の
過程と実践から―

政策研究班
理論研究班
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

共同

地域社会、官民
協力体制、
CPTED、受容過
程、参与観察

ユニット 12 朴　珍姫
パク　　ジンヒ

京都大学
文学研究
科 現代文
化学専攻

博士後期
課程１年

伊藤
公雄

ヴィジュアルコンテンツにおける
「少女」性に関する研究会

歴史研究班
ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班

共同

マンガ　アニメ
ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰｶﾙﾁｬｰ
ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙｺﾝﾃﾝﾂ
産業　少女文化

ユニット 6 増田　 和也
マスダ　　カズヤ

 京都大学
東南アジア
研究所
実践型地
域研究推

特任研究
員

秋津
元輝

親密圏と公共圏をつなぐサブシ
ステンスの再構築に関する研究

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班 共同

農山村、サブシ
ステンス、商品
作物、表象、実
践

ユニット 10 山口
ヤマグチ

　健一
ケンイチ

京都大学
文学研究
科

GCOE短時
間研究員

松田
素二

在日朝鮮人社会における親密
圏と公共圏の変容

ﾌｨｰﾙﾄﾞ調査班 共同

在日朝鮮人、国
際結婚、社会移
動、メディア表
象、在日朝鮮人
と日本人の交流

2010年1月
ソウル大
学


